
Ⅰ 日本の松原再生運動
第１期の成果

運動の第１期は、全国の人たちから

「松原再生への共感」を得ることができた。



日本の松原再生運動－ねらい－

松原には３つの資源価値があると考えます。松
原の価値を高める活動を行うことを通して、松原
も地域の人たちも元気になることが大切です。

日本の松原再生運動は、松原と人との関係を再
生することにより、ふたたび地域の人たちが松
原へ足を運ぶことをねらいとしています。



３つの資源価値 

環境資源 松原は、砂を止め農地を保護し、地球温暖化防止に役立ち、津波被害から生命と財産を守る！ 

観光資源 文化を育む美しい松原は、恩恵を受ける地場産業や観光産業を振興する良質な資源！ 

健康資源 マツは古来より長寿の象徴とされ、歩きやすい松原は地域の人たちの有効な散策の場！ 

 

松原を元気にすることは地域の人たちも元気になる 

 

３つの社会的意義 

地域の環境保全や防災機能を高める取り組みへと発展する 

地域の「光」として松原を自覚することが観光立国の促進に結びつく 

「明るい活力ある超高齢社会」を構築することに貢献できる 

 



日本の松原再生運動－２つの取り組み－

日本の松原再生事業

日本の白砂青松１００選などの松原を対象に、
松原の環境・観光・健康資源としての価値を活
かし、地域の人たちが元気になる「人と松原の
関係を再生」するモデルを作ります。



子供の松原再生プロジェクト

全国の海岸線に接する市町村において、
マツが消失した海岸に、もう一度マツを植
えマツに親しむ活動を行います。



庄内海岸松原再生計画（山形県鶴岡市・酒
田市・遊佐町）
『大いなる遺産を未来につなぐ庄内の海岸林』をテーマとす
る、庄内海岸砂防林を対象に取り組むモデル計画。

伊勢市二見地区松林再生計画（三重県）
『おもてなしの空間として、訪れた人々が心休まる松原づ
くり』をテーマとする、二見防風保安林を対象に取り組む
モデル計画。



三里松原再生計画（福岡県岡垣町）
『防風保安林機能の向上と資源の有効利活用』をテーマとする、
三里松原を対象に取り組むモデル計画。

津田松原再生計画（香川県さぬき市）
『甦らそう琴林の松原を！ 次世代のために』をテーマとする、
津田の松原を対象に取り組むモデル計画。



煙樹ヶ浜松原再生計画（和歌山県美浜町）
『煙樹のマツの贈りもの～いつまでも～』をテーマとする、煙
樹ヶ浜松原を対象に取り組むモデル計画。



計画作成の手順

［成果のまとめと公表］

地元による松原再生事業の実施

［計画の作成］

１年目

２年目

３年目以降

松原現状調査

松原の現状、問題点、課題

松原健康診断調査 松原基本情報調査

・松原再生テーマ

・松原維持管理計画

・松原とともに歩む地域再生指針

・推進体制

再生計画（案）再生計画（案）

住民意識調査

○○松原再生計画

○○松原物語

○○松原再生計画

○○松原物語

○○松原再生シンポジウムなど

地元と当センターによる維持管理事業に対する支援要請

事業のフロー



再生計画のモデル性

庄内海岸松原再生計画
１）松原整備

❒国有林・民有林一体となった海岸林の施業管理指針をまとめる

❒ ３３ｋｍの広大な海岸林に５つの目標林型によるゾーニング作成

❒ボランティア保全活動に具体的作業方法を示す

❒ニセアカシア駆除の技術指針を作成

２）人と松原の関係

❒ ２市１町のモデル事業拠点を設定、松原再生の具体像を地域の
人たちに示す

❒多様な関係者を巻き込む学習林活動ノウハウを全国の松原再生
に提供



松原のゾーニング

特徴

想定され
る場所

想定され
る施業

・防災機能を最も優先
・健全なクロマツ林として保つための徹底した集約管理
　（定期的な刈払い、松葉さらい、腐食の剥ぎ取り）

・国有林前線林帯～防火帯･作業道
・西浜キャンプ場、光ヶ丘公園
・庄内空港緩衝緑地防風林帯

・松くい虫防除
・防風工
・植栽（改植、補植）
・下刈り、つる切り、枝打ち
・除伐、本数調整伐

２　　クロマツ林（純林）

下層広葉樹、草本、
腐食土壌の除去



伊勢市松林再生計画
二見町の人たちに忘れられた松原へ目を向けるきっかけをつくる、
すなわち、「人と松原の関係性を掘り起こす」こと。



松林再生計画（将来像）



三里松原再生計画
松原の「環境資源価値」を軸に、岡垣町の人たちの環境意識を松
原を核としてさらに向上・発展させる、すなわち、「遠い存在となっ

た松原を身近な存在とする」こと。



50年後の目標とする植生



津田の松原再生計画
松原の健康資源、地域資源の活用に視点を置いて、「暮らしの中
で松原とともに健康になる」こと。

手作りの「ガンジキ」を全国の松原へ



香川大学と協働でボランティアによる
クロマツ活力度調査を進める



煙樹ヶ浜松原再生計画
❒マツ林のほぼ全域が町有林
❒松の里親制度の新たな展開による関係者の巻き込み
❒マツ葉堆肥で松キュウリ・松トマトなど地場産品の創出 （環境
・産業資源価値）





子供の松原再生プロジェクト

❒入野松原（高知県黒潮町）

テーマ『地域の人たちの優しさと共に豊かな自然を未来へ
贈る』、町内9小学校の６年生ら130人が苗木550本を植樹。

❒伊勢ヶ浜（宮崎県日向市）

テーマ『黒潮文化と森林文化の融合、子供たちと海を愛す
るサーファーの交流の起点』、1,500本を植樹。

❒大前見島・龍舞崎（宮城県気仙沼市）

テーマ『マツは海岸を守る大切な守り神。ありがとう！～大
前見島・龍舞崎に松を植える～』実施。

❒サンセット・パームライン（東京都大島町）

町立つばき小学校・さくら小学校の6年生と地元の方約80
名が参加して500本の苗木を植樹。



❒瀬越キャンプ場（石川県加賀市）

加賀市立緑丘小学校の児童約40名他、総勢150名により
キャンプ場の背後にある丘陵地に植樹。

❒吹上浜（兵庫県南あわじ市）

国立淡路青少年交流の家及び南あわじ市吹上浜教育キャ
ンプ場の2か所で阿万小学校の児童他総勢120名で実施。
❒戸馳（とばせ）若宮海水浴場（熊本県宇城市）

『松植栽で未来に残そう地球環境つなごう植栽あなたとわ
たし』をテーマに、三角小学校の児童他70名で植樹。

❒九十九里海岸（千葉県山武市）

『みんなの力で守り育て、伝えよう海岸松原の大切さ』を
テーマに、緑海（みどりみ）小学校の6年生80名他、総勢90
名で実施。

❒中村浜（新潟県胎内市）

「胎内の大地にしっかり根を張り、私たちの地域を守ってく
ださい」という子供たちの思いを込め、築地小学校の児童
が植樹。



❒阿漕が浦海岸（三重県津市）

「よみがえれ！松の緑と海の青阿漕が浦は歴史ある浜辺で
す」をテーマに、育生小学校の6年生75名他、総勢100名が
参加。

❒屋那の松原・中村防風林（島根県隠岐の島町）

隠岐の島町立都万小学校、中村小学校、隠岐水産高校の
生徒により植樹。

❒厳島神社（広島県廿日市）

世界文化遺産・厳島神社の敷地内で、廿日市市内にある小
学校4年生の児童を中心に、約120名で1年越しのプロジェク
トを実現。

❒さつき松原（福岡県宗像市）

玄海小学校と玄海東小学校の児童176人と関係者総勢200
人で江戸時代から地域の人たちで守ってきた松原に植樹。



❒浦田海岸（長崎県東彼杵町）

「マツと一緒に心も体も大きく成長したい」との思いを込め、
彼杵（そのぎ）小学校の6年生40名と関係者約110名が植樹。

❒遊佐町藤崎（山形県遊佐町）

郷土の海岸林をつくった先人・佐藤藤蔵やクロマツ林につい
て学ぶ西遊佐小学校児童が、平成の藤蔵として志を引き継
ぎ植樹。



植樹計画の作成

１）小学校６年生の卒業記念として植樹（植栽の目安は2m×1m、おおむね500
本程度、面積1,000㎡相当）を行う。

２）植樹場所の選定理由を書く。

３）植樹計画図を作成する。

４）記念植樹の表示板を設置する（マツに対する自分たちの思いを一言そえる、
３０文字以内）。

５）植樹とイベントに参加する人たちの内訳を示す。

６）当日の進め方（どのように、だれをよんで、ＰＲ方法など）。

７）マツに親しむイベントの内容（講演、作文募集など自由に考える）。

８）在校生が植えたマツの手入れを行うしくみを考える。

９）植樹の時に松保護士による植樹の要領と手入れの解説を行う。

１０）翌年の６年生や近隣の小学校へマツの植樹をリレーするアイデア、植樹の
輪を広げる工夫をする。



「松原再生計画の作り方と子どもの植樹の進め方（仮称）」作成



マツ専用ウエブ開設による情報発信



身近な松原散策ガイド
都道府県 松原の名称 面積ha 都道府県 松原の名称 面積ha

1 襟裳岬の黒松林 421 51 三保の松原 34

2 砂坂海岸 88 52 千本松原 103

3 内陸 赤松街道 5.7 53 遠州大砂丘 950

4 屏風山保安林 3,000 54 弓ヶ浜 2.9

5 淋代海岸 90 55 恋路ヶ浜 15

6 野牛浜 160 56 伊良湖開拓地海岸防災林 443

7 種差海岸 150 57 内陸 御油のマツ並木

8 高田松原 21 58 三重県 七里御浜  

9 浄土ヶ浜 27 59 鼓ヶ浦 2.5

10 碁石海岸松原 13.5 60 内陸 雄松崎（近江舞子） 10

11 根浜海岸（根浜海水浴場） 2.1 61 内陸 湖西の松林 6

112 岩手県 内陸 侍浜松植物群落保護林 7.21 62 京都府 天橋立 25

12 松島 63 京都府 浜詰海岸・久美の浜海岸 100

13 お伊勢浜 3.5 64 掛津海岸 63

14 神割崎 5 65 大阪府 大阪府営二色の浜公園の千本松原 5

15 小泉赤崎海岸（小泉海水浴場） 5.24 66 兵庫県 慶野松原 60

119 仙台自然休養林　浜辺の森（海浜地区） 156.71 67 須磨海浜公園・須磨浦公園 3、19.5

16 風の松原 760 68 大浜公園 4.2

17 夕日の松原 870 69 浜坂県民サンビーチの松林 4

110 内陸 美郷町　松・杉並木道 0.27 70 県立高砂海浜公園 3.23

18 山形県 庄内海岸砂防林 2,500 71 奈良県 内陸 奈良公園の松並木 5

19 新舞子浜 120 72 和歌山県 煙樹ケ浜保安林 79

20 松川浦大洲 738 73 浦富海岸 125

21 内陸 天神浜 50 74 弓ヶ浜 100

111 内陸 南湖公園 44.4 75 春日神社の松群 0.72

22 大洗海岸 70 76 浜田海岸 200

23 五浦海岸松原 20 77 屋那の松原 2

24 村松晴嵐 170 78 岡山県 渋川海岸 1

25 伊師浜海岸林 70 79 桂浜 2.1

26 栃木県 内陸 烏ヶ森公園の松林 14.42 80 包ヶ浦海岸 1.2

113 内陸 栗田美術館庭園 2 81 山口県 室積・虹ヶ浜海岸 14.3、17.2

114 内陸 那須街道赤松林 79.3 82 徳島県 大里松原 26

27 群馬県 内陸 赤城神社　参道松並木 10 83 津田の松原 9.53

28 内陸 志多見砂丘の松林 50 84 観音寺松原 17.5

116 内陸 草加松原 2.08 85 白鳥神社（三里）の松原 11

29 九十九里海岸松原 640 86 愛媛県 志島ヶ原海岸 11

30 東条海岸 16 87 琴ヶ浜松原 50

31 富津岬松原 112 88 種崎千松公園 2

32 平砂浦海岸 111 89 小室の浜 2

33 磯の松原 16 90 入野松原 53

34 東京都 式根松島 23 91 玄海さつき松原 140

35 湘南海岸砂防林 85.2 92 三里松原 570

36 真鶴半島 41 93 幣の松原 76

37 護国神社周辺の海岸 18 94 生の松原 40

38 お幕場 280 95 海の中道 184

117 寺泊の海岸松林 114 115 楯の松原 46

120 瀬波海岸林 77 118 内陸 曲里の松並木 1.4

39 松田江の長浜 3 96 佐賀県 虹の松原 230

40 古志の松原 15 97 野田浜 9

41 千里浜海岸 80 98 筒城浜 4

42 増穂浦海岸 9 99 千々石海岸 2

43 加賀海岸 358 100 天草松島 200

44 安宅海岸 50 101 有明海岸松並木 4.15

45 安部屋弁天島 1 102 白鶴浜 2.5

46 気比の松原 32 103 波当津海岸 2

47 美浜根上がりの松群 104 奈多海岸 7

48 山梨県 内陸 諏訪の森自然公園 9 105 一ツ葉海岸松林 413

49 長野県 内陸 臥竜山 15.3 106 お倉ヶ浜 23

50 岐阜県 内陸 油島千本松原 3 107 くにの松原 371

108 吹上浜 1,400

注．No.67と81は松原が2箇所に分布 109 沖縄県 内陸 仲原馬場 0.75

121 内陸 辺戸蔡温松並木保全公園 4.243

合計

愛知県

島根県

広島県

香川県

秋田県

福島県

茨城県

千葉県

北海道

青森県

岩手県

宮城県 

埼玉県

熊本県

大分県

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

静岡県

高知県

滋賀県

鳥取県

18,147.85

宮崎県

鹿児島県

福岡県

長崎県



松原の今昔物語







マツをテーマとする書籍



グリーン・エージにより海岸林と津波被害を
重点的に取り上げる

2011年

5月 緊急座談会 津波被害から松原、地域を再生する

／進士五十八、大泉紀男、坂本知己、上島重二

2012年

3月 特別寄稿・陸前高田市と高田松原／陸前高田市長 戸羽 太

津波被害から松原、地域を再生する<最終回>

座談会・これからの松原、地域を再生する

／石井幹子、坂本知己、進士五十八、鈴木正一郎

5月 特集・海岸林再生への動きを探る

6月 特集・松林防除の技術課題を考える



日本の松原再生運動の第１期を終了する平
成23年3月にわが国は東日本大震災に見舞
われた。
東日本の太平洋岸の松原、海岸林は甚大な
被害を受け、全国に人たちから強い関心を
集める存在となった。その象徴が希望の松と
いえる。
運動の第２期は、ここから出発する。


